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3. 井上悠介，伊藤信一郎，中山正彦，山口 泉，原 貴信，小林和真，山之内孝彰，金高賢悟，高槻光寿，江口 晋: 長
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に食事性イレウスを発症した一例. 日本腹部救急医学会雑誌 38 巻 2 号: 408, 2018 

5. 江口 晋: 脳死肝移植グラフト損傷に対する術中一時的タンポナーデ法. 日本腹部救急医学会雑誌 38 巻 2 号: 410, 
2018 
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7. 山根裕介，田浦康明，篠原彰太，銕尾智幸，吉田拓哉，小坂太一郎，高槻光寿，江口 晋，永安 武: 子宮外分娩時
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13. 高槻光寿，江口 晋，玄田拓哉: 血液製剤による HIV/HCV 重複感染に対する肝移植―緊急度に関する考察―「肝臓」

第 59 巻臨時増刊号（1): A237, 2018 

14. 宮明寿光，江口 晋，中尾一彦: 肝移植後の体重変化と脂肪肝発生に関する因子の検討.「肝臓」第 59 巻臨時増刊号

（1): A240, 2018 

15. 崎村千香，林田直美，山之内孝彰，森田 道，久芳さやか，高槻光寿，橋迫美貴子，新野大介，中島正洋，江口 晋: 
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能の検討. 日本内分泌・甲状腺外科学会雑誌第 35 巻増刊号: S150, 2018 

17. 足立智彦，大野慎一郎，松島 肇，足立利幸，山下万平，曽山明彦，日高匡章，高槻光寿，江口 晋: 当科治療成績

を基とした IPMN ガイドラインの妥当性の検討. 日本膵臓学会誌 第 33 巻 3 号: 371:553, 2018 

18. 高槻光寿，夏田孔史，日高匡章，足立智彦，大野慎一郎，岡田尚子，金高賢悟，宮明寿光，中尾一彦，バッカラーニ 

ウンベルト，リサリティ アンドレア，江口 晋: HIV/HCV 重複感染者における肝線維化マーカーとしての micro RNA
測定とその意義. 日本門脈圧亢進症学会雑誌 24 巻 3 号: 63, 2018 

19. 足立智彦，大野慎一郎，山下万平，松村尚美，田渕 聡，夏田孔史，日高匡章，飛永修一，高槻光寿，江口 晋: 胆
道再建を伴う肝葉以上切除での成績検討. 胆道 第 32 巻第 3 号: 293:615, 2018 

20. 蔵満 薫，縄田 寛，陳 豊史，江口 晋，伊藤泰平，市丸直嗣，上野豪久，剣持 敬，河地茂行，横田裕行，江川

裕人: メディカルコンサルタント制度の現状；2018 年. 日本移植学会雑誌 53 巻第 54 回日本移植学会総会臨時号: 217, 
2018 

21. 高槻光寿，江口 晋，梅下浩司，大段秀樹: 維持透析症例に対する生体肝移植の成績：本邦における後方視的多施設

共同研究. 日本移植学会雑誌 53 巻第 54 回日本移植学会総会臨時号: 255, 2018 

22. 江口 晋，松島 肇，江川裕人: 移植医負担軽減のための互助制度導入に関するアンケート結果—肝移植の立場から－ 
日本移植学会雑誌 53 巻第 54 回日本移植学会総会臨時号: 259, 2018 
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23. 辻 あゆみ，川浪幸子，日高匡章，足立智彦，大野慎一郎，夏田孔史，丸屋安広，濱田隆志，三好敬之，高槻光寿，

江口 晋: 当院におけるレシピエント移植コーディネーターの介入～肝移植を中心に～ 日本移植学会雑誌 53 巻第 54
回日本移植学会総会臨時号: 263, 2018 

24. 日高匡章，夏田孔史，足立智彦，大野慎一郎，丸屋安広，岡田怜美，山口 峻，前川恭一郎，三好敬之，金高賢悟，

高槻光寿，江口 晋: 生体肝移植ドナーの短期、長期成績－ハイブリッド肝採取導入と脂肪肝ドナーのフォローアッ

プ－ 日本移植学会雑誌 53 巻第 54 回日本移植学会総会臨時号: 290, 2018 

25. 濱田隆志，日高匡章，夏田孔史，足立智彦，大野慎一郎，丸屋安広，岡田怜美，前川恭一郎，三好敬之，山口 峻，

黄 宇，金高賢悟，高槻光寿，江口 晋: 肝移植後に発症した血栓性微小血管症（TMA）の検討. 日本移植学会雑誌

53 巻第 54 回日本移植学会総会臨時号: 354, 2018 

26. 丸屋安広，日高匡章，大野慎一郎，曽山明彦，夏田孔史，足立智彦，岡田怜美，山口 峻，濵田隆志，三好敬之，安

倍邦子，赤澤祐子，高槻光寿，江口 晋: 生体肝移植術後に発症した de novo IBD の 1 例. 日本移植学会雑誌 53 巻第

54 回日本移植学会総会臨時号: 440, 2018 

27. 山口 峻，日高匡章，濱田隆志，丸屋安広，夏田孔史，大野慎一郎，高槻光寿，江口 晋: 生体肝移植レシピエント

において免疫グロブリン G（IgG）値が術後感染症、短期成績に与える影響. 日本移植学会雑誌 53 巻第 54 回日本移植

学会総会臨時号: 484, 2018 

28. 岡田怜美，高槻光寿，日高匡章，足立智彦，大野慎一郎，夏田孔史，長井一浩，武冨紹信，奥村 康，大段秀樹，江

川裕人，奥田康司，藤堂 省，江口 晋: 免疫寛容導入を目指した制御性 T 細胞（T-reg）輸注療法を施行した成人生

体肝移植の 1 例. 日本移植学会雑誌 53 巻第 54 回日本移植学会総会臨時号: 505, 2018 

29. 大野慎一郎，Yi-Ming Shyr，Shin-E Wang，足立智彦，江口 晋: Taipei veterans general hospital における膵臓移植成績. 日
本移植学会雑誌 53 巻第 54 回日本移植学会総会臨時号: 520, 2018 

30. 伊藤信一郎，井上悠介，虎島泰洋，小林慎一朗，米田 晃，山之内孝彰，小林和真，金高賢悟，高槻光寿，江口 晋: 
当科における Stage Ⅳ大腸癌に対する手術成績. 日本大腸肛門病会誌 第 71 巻抄録号: A114, 2018 

31. 山根裕介，田浦康明，銕尾智幸，吉田拓哉，小坂太一郎，高槻光寿，江口 晋， 永安 武: Common disease に対する

安全かつ確実な腹腔鏡手術を施行するために-肥厚性幽門狭窄症に対する手術を中心に-日本臨床外科学会雑誌第 79巻
増刊号: 386, 2018 

32. 金高賢悟，南ひとみ，米田 晃，小林慎一朗，岡田怜美，井上悠介，夏田孔史，大野慎一郎，足立智彦，日高匡章，

虎島泰洋，伊藤信一郎，高槻光寿，中尾一彦，江口 晋: 食道粘膜下腫瘍に対する胸腔鏡-内視鏡合同手術. 日本臨床

外科学会雑誌第 79 巻増刊号: 402, 2018 

33. 哲翁華子，井上悠介，虎島泰洋，伊藤信一郎，小林和真，山之内孝彰，金高賢悟，高槻光寿，黒田揮志夫，二口 充，

福岡順也，江口 晋: 腹部腫瘤として発見された腸間膜滑膜肉腫の一例. 日本臨床外科学会雑誌第 79 巻増刊号: 681, 
2018 

34. 足立智彦、夏田孔史、田渕 聡、飛永修一、丸屋安広、大野慎一郎、日高匡章、高槻光寿、江口 晋: 腹腔鏡下膵切

除の安全性に関する検討. 日本内視鏡外科学会雑誌第 23 巻 7 号: 71, 2018 

35. 夏田孔史、日高匡章、足立智彦、大野慎一郎、濵田隆志、伊藤信一郎、金高賢悟、高槻光寿、江口 晋: 術後疼痛か

らみた腹腔鏡下肝切除における臍上下正中切開・恥骨上切開の比較. 日本内視鏡外科学会雑誌第 23 巻 7 号: 129, 2018 

36. 濵田隆志、大野慎一郎、井上悠介、伊藤信一郎、崎村千香、足立利幸、金高賢悟、高槻光寿、江口 晋: 高次臨床実

習生に対して dry box トレーニングを用いた医学教育実習の成果. 日本内視鏡外科学会雑誌第 23 巻 7 号: 131, 2018 

37. 吉田拓哉、山根裕介、田浦康明、高槻光寿、江口 晋、永安 武: 当科の腹腔鏡下腸回転異常症手術の検討. 日本内

視鏡外科学会雑誌第 23 巻 7 号: 130, 2018 

38. 金高賢悟、米田 晃、小林慎一朗、岡田怜美、井上悠介、夏田孔史、大野慎一郎、足立智彦、日高匡章、伊藤信一郎、

高槻光寿、江口 晋: 腹腔鏡下スリーブ状胃切除術の導入初期での“ヒヤリ”. 日本内視鏡外科学会雑誌第 23 巻 7 号: 
136, 2018 

39. 伊藤信一郎、井上悠介、小林慎一朗、米田 晃、小林和真、金高賢悟、高槻光寿、江口 晋: 超音波凝固切開装置の

先端を意識した使用法. 日本内視鏡外科学会雑誌第 23 巻 7 号: 190, 2018 

40. 井上悠介、池辺 絢、伊藤信一郎、小林和真、金高賢悟、高槻光寿、江口 晋: 腹腔鏡下手術における皮下気腫形成

の検討. 日本内視鏡外科学会雑誌第 23 巻 7 号: 198, 2018 

41. 米田 晃、金高賢悟、小林慎一朗、岡田怜美、井上悠介、伊藤信一郎、小林和真、高槻光寿、江口 晋: 胸腔鏡下食

道切除におけるSystemic Inflammatory Scoreの術後合併症及び長期予後との関連性についての解析. 日本内視鏡外科学

会雑誌第 23 巻 7 号: 225, 2018 
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42. 野田恵佑、山根裕介、吉田拓哉、田浦康明、銕尾智幸、小坂太一郎、高槻光寿、江口 晋、永安 武: 先天性表皮水

疱症を合併した先天性幽門閉鎖症に対する腹腔鏡下胃十二指腸吻合術. 日本内視鏡外科学会雑誌第 23 巻 7 号: 231, 
2018 

43. 江口 晋: 血液製剤による HIV/HCV 重複感染患者に対する肝移植. 日本エイズ学会誌第 20 巻第 4 号: 412(182), 2018 

44. 高槻光寿，夏田孔史，江口 晋: 血液製剤による HIV/HCV 重複感染者に対する肝移植：本邦の現状. 日本エイズ学会

誌第 20 巻第 4 号: 439(209), 2018 

45. Bakkarani U, Bulfoni M, Cesselli D, Lorenzin D, Marzinotto S, Cherchi V, Adani G.L, Pravisani R, Turetta M, Neltrami A.P, 
Righi E, Terrosu G, Okada N, Bassetti M, Di Loreto C, Takatsuki M, Eguchi S, Risaliti A: Different miRNA expression in 
transplanted livers of HCV mono-infected and HCV/HIV co-infected recipients. 日本エイズ学会誌第 20 巻第 4 号: 440(210), 
2018 

 

研究業績集計表 教室等名：308 外科学第二（移植・消化器）

論文数一覧

A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計

2018 34 2 0 0 1 37 35 11 3 2 2 45 63 100

学会発表数一覧

A-a 合計 B-a 合計 総計

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会 ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 学会

2018 7 0 28 35 10 2 174 186 221

論文総数に係る教員生産係数一覧

2018

Impact factor 値一覧

2018

Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor

A-b B-b

77.726 4.858 2.221

 欧文論文総数

論文総数

教員生産係数

（欧文論文）

 SCI掲載論文数

欧文論文総数

教員生産係数

（SCI掲載論文）

0.37 2.313 0.946 2.188

 


